

































































































































































































































































































Ⅳ．お わ り に
本稿は，中学校社会科地理的分野のうち，身近な地域
調査を含む地理巡検の学習活動に着目して，具体的な事
例を通じ，どのような授業展開が可能か明らかにするこ
とを目的としたものであった。加え，教育現場における
多様な制約を見据え，それらの解決を目指す時間的・構
造的手立ても示そうとするものであった。
結果，これまでの地理巡検の課題解決を目指す関連教
科・分野担当教員の支援を得ることで，実施時間の確保，
引率教員の確保，指導スキルの向上に応える同時解決的
な手立てを示すことができた。
その上で，「札幌軟石」を教材活用した地理巡検の展
開を例示した。とりわけ，事後学習時において対象物間
の関連付けによる気付きの重要性について示唆した。
最後に，今回のような地理巡検を開発するポイントを
２つ指摘しておきたい。１つは，自然的事象と人文社会
的事象の関係性が見えやすい観察対象物を選ぶことであ
る。人文社会的事象の立地は，何らかの自然環境との関
係性を有する。その関係性を重視したい。２つは，観察
対象物（人文社会的事象）の変容に着目することである。
前者の場合，自然的事象を含むことで理科教員の協力を
得やすい。後者の場合，時間軸の視点を含むことで歴史
系社会科教員の協力を得やすい。すなわち，効果的な地
理巡検の開発には，いかに協力を得やすい環境整備がで
きるか，重要となってくる。
今後も，より質の高い地理巡検の在り方を追究してい
きたい。
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図４ 「札幌軟石」を教材として空間・時間軸の関係性（地理
巡検の学習内容の構造）
